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(1)芦屋を日本一住みよいまちに

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種
に
一
ノ

一

　

，
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
防
止
に
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
。
市
閃

若
年
層

へ
と
接
種
が
広
が
り
、
十

一
月
二
十
二
日
の
時
点
で
６
５
歳
以
ト

ー
２
歳
以
上
で
８
２

・
４
％
の
方
が
２
回
目
の
接
種
を
終
え
ら
れ
て
い
ま
・

現
在
、
感
染
第
５
波
の
収
束
が
見
ら
れ
る
中
で
、
市
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
絆

到
来
を
見
据
え
て
３
回
目
の
接
種
を
行
な
う
た
め
の
経
費
約
３
億
２
千
Ｒ

正
し
ま
し
た
。

１
．
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
　
下
記
の
表
の
通
り

２
．
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種

（３
回
目
）
に
つ
い
て

。
対
象
者
　
　
１
８
歳
以
上
で
、
２
回
接
種
後
８
カ
月
以

上
経
過
し
た
方
　
約
６
９
．
０
０
０
人

実
施
期
間
　
令
和
４
年
９
月
３
０
日
ま
で

・
接
種
券
の
送
付
　
２
回
目
接
種
後
、
８
カ
月
を
経
過
す

る
２
週
間
を
目
途
に
送
付

（１
１
月

下
旬
か
ら
月
２
日
程
度
発
送
）

接
種
場
所
　
ア
．
集
団
接
種
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（土
曜
日
、
日
曜
日

の
午
後
に
実
施
。

１
月
は
日
曜
の
み
）

イ
．
個
別
接
種
　
市
内
個
別
医
療
機
関

・
予
約
方
法
　
接
種
券
到
着
後
、
１
回
目
接
種
と
同
様
に
イ
ン
タ
ー
ウ

又
は
、
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（電
話
０
７
９
７

・
３
‐

接
種
日
時
、
場
所
を
予
約
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

911%

１
５
歳
以
下
に
市
が
十
万
円
を
昨
年
一

１
６
歳
～
１
８
歳
は

一
月
に
申
請

・
松

年
収
９
６
０
万
円
以
下
の
世
帯
で
、
１
８
歳
以
下
の
子
ど
も

へ
の
給
付

市
は
１
２
月
議
会
最
終
日
の
１
２
月
２
１
日
に
給
付
の
た
め
の
補
正
予
算

の
日
の
う
ち
に
本
会
議
で
可
決
し
、
昨
年
末
の
給
付
を
実
施
す
る
こ
と
に
ヽ

当
初
、
国
は
昨
年
末
に
現
金
を
５
万
円
給
付
し
、
残
り
５
万
円
は
春
の

―
ズ
ン
に
向
け
た
支
援
策
と
し
て
新
年
以
降
に
ク
ー
ボ
ン
給
付
と
す
る
方
一

し
か
し
、
現
金
１
０
万
円
を

一
括
支
給
す
れ
ば
事
務
経
費
は
２
８
０
億
一

ク
ー
ポ
ン
の
併
用
で
最
大
９
６
７
億
円
の
事
務
経
費
が
余
分
に
か
か
る
ソ

た
め
全
国
の
自
治
体
か
ら
ク
ー
ボ
ン
分
も
現
金
支
給
に
す
る
べ
き
だ
と
の
・

昨
年
末
に
１
０
万
円
を
給
付
す
る
こ
と
に
な

っ
た
も
の
で
す
。

尚
、
芦
屋
市
で
支
給
対
象
に
な

っ
た
人
数
は
１
万
５
千
３
０
０
人
で
す
〔
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65歳以上 1回 目

Zlヨ 日

26,408人
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で
は
高
齢
者
か
ら

で
９
０

・
１
％
、

に
よ
る
第
６
波
の

百
万
円
を
追
加
補

ッ
ト

（Ｗ

ｅ
ｂ
）

・
０

６

５

５

）

で

小
に
給
付

た̈
↑
を
め
ぐ
り
、
芦
屋

案
を
提
出
し
、
そ

は
り
ま
し
た
。

入
学

。
新
学
期
シ

川
で
し
た
。

］
で
済
み
ま
す
が
、

と
が
判
明
。
こ
の

だ
が
出
て
、
結
局
、

区   分 回 接種者数 接種割合

12歳以上

(87,300人 )

1回 目 73,478人 842%
2回 目 71,964人 82.4%

全人口

(95,500人 )

1回 目 73,478人 769%
2回 目 71,964人 754%

出
産
育
児

一
時
金
の
増
額
を
求
め
ま
す

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
２
０
１
９
年
度
の
出
産
費
用
が
正
常
分
娩
の
場
合
、
全
国
平
均
額

は
約
４
６
万
円
で
、
室
料
差
額
等
を
含
む
費
用
の
全
国
平
均
額
は
約
５
２
万
４
０
０
０
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
出
産
に
か
か
る
費
用
は
年
々
増
加
し
、
費
用
が
高
い
都
市
部
で
は
現
在
の

４
２
万
円
の
出
産
育
児

一
時
金
の
支
給
額
で
は
賄
え
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
均
額

が
約
６
２
万
円
と
最
も
高
い
東
京
都
で
は
、
出
産
す
る
人
が
約
２
０
万
円
持
ち
出
し
て
い
る

計
算
に
な
り
ま
す
。

国
は
、
２
０
２
２
年
１
月
以
降
の
分
娩
か
ら
産
科
医
療
補
償
制
度
掛
金
を
４
０
０
０
円
引

き
下
げ
、
本
人
の
受
け
取
り
額
を
４
０
０
０
円
増
や
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
出

産
費
用
を
賄
う
こ
と
は
到
底
で
き
ま
せ
ん

・
。

令
和
元
年
度
の
出
生
数
は
約
８
６

・
５
万
人
で
、
前
年
に
比
べ
て
約
５

。
３
万
人
減
少
し
、

過
去
最
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
少
子
化
克
服
に
向
け
て
、
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
ら
れ

る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
は
、
子
供
の
成
長
に
応
じ
た
、
き
め
細
か
な
支
援
を
重
ね
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
、　
一
時
金
は
そ
の
大
事
な

一
手
で
す
。
国
に
お
い
て
は
、
現
在
の
負
担
に
見

合
う
形
に
出
産
育
児

一
時
金
を
引
き
上
げ
る
よ
う
に
強
く
要
望
し
ま
す
。

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
へ
！

今
年
、
晴
れ
て
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

次
の
世
代
を
担
う
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
皆
さ
ん
！
芦
屋
市
民
で
あ
る
海
洋
冒
険
家
の
堀
江
謙

一
さ
ん
を
知

っ
て

い
ま
す
か
。
堀
江
さ
ん
は
、
こ
の
二
月
に
ヨ
ッ
ト
で
単
独
無
寄
港
太
平
洋
横
断
に

再
挑
戦
さ
れ
ま
す
。
堀
江
さ
ん
は
８
３
歳
で
す
が
、
堀
江
さ
ん
は

「や
は
り
人
間
、

何
か
目
標
を
も
っ
て
進
ん
だ
ほ
う
が
充
実
し
た
人
生
を
送
れ
る
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
人
間
歳
を
重
ね
る
と
、
何
事
に
も
挑
戦
し
づ
ら
く
な

っ
て
き
ま
す
が
、
堀
江
さ

ん
の
よ
う
に
、
歳
を
重
ね
て
も
夢
と
希
望
を
持

っ
て
挑
戦
す
る
っ
て
す
ば
ら
し
い

で
す
ね
。
特
に
若
い
人
た
ち
は
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
挑
戦
に
失

敗
し
て
も
い
い
。
チ
ャ
ン
ス
は
ま
た
巡
っ
て
き
ま
す
。
や
ら
な
い
よ
り
は
や
っ
て

後
悔
し
た
ほ
う
が
い
い
。
で
き
る
か
で
き
な
い
か
で
は
な
く
、
挑
戦
し
な
か
っ
た

こ
と
で
後
悔
す
る
よ
り
は
、
や
っ
て
後
悔
し
た
ほ
う
が
い
い
。

皆
さ
ん
の
中
に
は
、
す
で
に
実
社
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
、
勉
学
に
専
念
さ

れ
て
い
る
方
な
ど
、
状
況
は
様
々
か
と
思
い
ま
す
が
、
心
身
を
研
磨
し
、
ま
す
ま

す
感
性
を
磨
き
な
が
ら
、
本
当
に
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
何
か
を
見
つ
け
、
そ

れ
に
向
か
っ
て
力
強
く
前
進
さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
夢
と
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
前
途
を
祝
福
し
、
私
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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議
長
と
し
て
こ
ん
な
こ
と
し
て
い
ま
す

斎
藤
知
事
に
対
し
て
芦
屋
保
健
所
の
存
続
と
機
能
強
化
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

昨
年
の
十

一
月
五
日
、
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
斎
藤
知
事
と
阪
神
間

議
会
議
長
と
の
懇
談
会
で
、
私
は
、
芦
屋
保
健
所
の
存
続
と
機
能
強
化
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

県
の
行
財
政
構
造
改
革
で
、
芦
屋
保
健
所
を
宝
塚
保
健
所
と
統
合
し
、
芦
屋
市
内
に
は
分

室
と
し
て

一
部
の
機
能
を
残
す
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
統
合
時
期
が
延
期
さ
れ
た
上
で
、
残
す
機
能
に
つ
い
て
は
芦
屋
市
と

協
議
の
上
検
討
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
芦
屋
市
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
の
中
、
県
の
保
健
所
の
役
割
の
重
要
性

が
再
認
識
さ
れ
る
と
と
も
に
分
室
機
能
の
検
討
経
過
に
つ
い
て
の
県
か
ら
芦
屋
市

へ
の
情
報

提
供
が
不
十
分
と
の
声
が
高
ま
り
、
市
役
所
や
議
会
で
は
分
室
化

へ
の
懸
念
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
私
は
、
知
事
に
対
し
て

「本
市
と
の
蜜
な
協
議
の
も
と
、　
コ

ロ
ナ
の
対
応
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
芦
屋
保
健
所
の
機
能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
芦
屋
保
健

所
の
存
続
」
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

知
事
は
、
「今
後
、
住
民
の
不
安
解
消
に
向
け
て
県
と
市
で
協
議
し
て
い
く
」
と
回
答
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
芦
屋
市
議
会
と
し
て

一
昨
年
の
九
月
議
会
で
芦
屋
保
健
所
の
存
続
を
求
め
る

意
見
書
を
全
会

一
致
で
採
択
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が

来
年
１
０
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す

ご
承
知
の
よ
う
に
消
費
税
の
税
率
が
２
０
１
９
年
１
０
月
１
日
か
ら
複
数
税
率
に
な
り
、

１
０
％
と
軽
減
８
％
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
消
費
税
改
正
の

一
環
と
し
て

「イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
」
が
導
入
さ
れ
、
来
年
１
０
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。
１
年
１
０
カ
月
後
の
話

な
の
で
慌
て
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
確
実
に
そ
の
時
は
や
っ
て
き
ま
す
。

一
年
十
力
月
後
に
何
が
起
こ
る
の
か
？

芦屋保健所の存続を求める意見書

"

保健所は、地域住民の健康的な生活を実現するために、疾病の予防や衛生環壇の

向上に大きな役割を担つています。とりわけこのたびの新型コロナウイルス禍の下で .

保健所は長年の蓄積 とネットワークによって感染の拡大防上に重要な役割を果たして

しかし.この間の行政改革によって .そ の設置数は 1992年 の 852箇 所から

と半分以下に大幅な減少となつています.各 保健所の管蟷地域の拡大と人員不足は .

保健所の役割を発揮する■での大きな制約になりつつあります .

兵庫県において1ま 阪神南県民センター と阪神北県民局との統合に伴つて.芦屋

保健所を窓口のみを残 して宝塚保健所と統合 し.2022年 に分室化する方針を明ら

かにしています。

このたびの新型コロナウイルスによって.バ ンデミックヘの対応策についてはこ

れまでの域を越えたンステムの構築も検討の必要がありますが、同時にその中核とな

る保健所の体制拡充が急がれるところです。

政府におかれては.こ れ以上の保健所統廃合が進まないよう保健衛生行政の見直

しをされるよう要望するとともに、兵庫県におかれては.声屋保健所を宝塚保健所の

分窒とする方針を見直し.独立した保健所として存続されるよう強く要請します.

声 屋 市 議 会

声屋保健所の存続を求める意見審

消
費
衡

減
少
し
、

イ
ン
ボ
ノ

で
き
な
ノ

ど
は
、
ノ

ま
せ
ん
。

入
れ
は
、

は
１
０
∩

り
、
自
し

こ
の
ノ

ー
日
か
た

た
め
に
粁

受
付
料

提
出
し
、

文
字
レ

項
に
合
略

っ
て
は
菫

さ

うゝ
”

し
な
い
市

を
発
行
十

な
り
ま
ユ

な
り
、
市

バ
ー
人
舟

ボ
イ
ス
卿

昨
年
上

９
０
項
口

理
解
を
相

ア」
し⊂
　。　結

が
あ
る
絆

体
的
に
，

た
上
で
滸

に
設
置
キ

。
児
童
ル

の
申
告
納
税
を
す
る
事
業
者
に
と

っ
て
、
消
費
税
の
仕
入
れ
税
額
控
除
が
大
幅
に

場
合
に
よ
っ
て
は
消
費
税
の
納
税
額
が
増
加
し
ま
す
。
来
年
１
０
月
１
日
以
降
は
、

ス
発
行
事
業
者
か
ら
の
商
品
仕
入
れ
や
経
費
支
払
い
以
外
は
仕
入
れ
税
額
控
除
が

な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
以
前
か
ら
消
費
税
の
申
告
納
税
を
し
て
い
る
仕
入
先
な

ン
ボ
イ
ス
事
業
者
の
登
録
申
請
を
行
な
う
だ
け
で
よ
く
、
ほ
と
ん
ど
影
響
は
あ
り

た
だ
し
、
年
間
課
税
売
り
上
げ
が
１
０
０
０
万
円
以
下
の
事
業
者
か
ら
の
商
品
仕

仕
入
れ
税
額
控
除
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
仕
入
れ
税
額
控
除
を
受
け
る
た
め
に

０
万
円
以
下
の
事
業
者
は
、
課
税
事
業
者
を
選
択
し
、
イ
ン
ボ
イ
ス
事
業
者
に
な

が
消
費
税
の
納
税
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

何
の
準
備
が
必
要
か
？

ン
ボ
イ
ス
制
度
に
よ
る
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
登
録
申
請
が
昨
年
の
１
０
月

提
出
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
来
年
１
０
月
１
日
か
ら
登
録
を
受
け
る

来
年
３
月
３
１
日
ま
で
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
急
ぐ
必
要
は
な
く
、
１
年
２
カ
月
の
間
に
届
出
書
を

イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
番
号
を
取
得
す
れ
ば
良
い
だ
け
で
す
。

書
い
て
し
ま
え
ば
簡
単
に
見
え
ま
す
が
、
実
際
に
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
記
載
事

一し
た
請
求
書
な
ど
を
作
成
、
発
行
し
、
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
事
業
者
に
と

務
処
理
の
手
間
が
確
実
に
増
え
ま
す
。

今
ま
で
、
消
費
税
の
納
税
義
務
者
で
な
か
っ
た
事
業
者
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行

・業
者
を
選
択
し
取
り
引
き
の
チ
ャ
ン
ス
を
失
う
こ
と
に
な
る
の
か
、
イ
ン
ボ
イ
ス

る

た
め
課
税
事
業
者
を
選
択
し
、
消
費
税
の
納
税
を
す
る
の
か
を
決
め
な
け
れ
ば

ん
。
こ
の
た
め
中
小
零
細
事
業
者
に
と
っ
て
は
厳
し
い
選
択
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に

務

量
も
増
加
し
、
消
費
税
納
税
も
発
生
し
ま
す
。
そ
こ
で
例
え
ば
、
全
国
の
シ
ル

一セ
ン
タ
ー
で
は
、
セ
ン
タ
ー
や
会
員
に
負
担
が
生
じ
る
の
で
特
例
と
し
て
、
イ
ン

度

の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
適
切
な
措
置
を
と
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
［
馬
党
芦
屋
市
会
議
員
団
と
し
て

新
一
十
度
予
算
へ
の
要
望
書
を
提
出

二

月
二
十
五
日
、
市
長
に
令
和
４
年
度
の
予
算
に
対
し
て

一の
要
望
を
提
出
し
ま
し
た
。
全
体
と
し
て
は

。
納
税
者
の

一ら
れ
る
よ
う
公
平
で
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
予
算
と
す
る

一期
的
成
果
だ
け
で
は
な
く
長
期
的
視
点
で
市
全
体
に
効
果

一策
に
つ
い
て
も
評
価
し
、
予
算
化
す
る
こ
と
と
し
て
、
具

ヽ
・
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
南
の
再
開
発
事
業
は
市
民
の
理
解
を
得

一め
る
こ
と

・
公
衆
ト
イ
レ
の
改
修
と
ト
イ
レ
が
な
い
地
域

一検
討
す
る
こ
と

。
女
性
の
多
様
な
働
き
方
を
支
え
る
こ
と

徒
の
学
力
の
強
化
を
図
る
こ
と
、
な
ど
で
す
。

市長へ要望書を提出

暮らしの相談室の出前注文をお待ちしています。

ご質問・ご要望など何でも結構!

●市役所

TEL 31-2121 内糸泉 5131

● 自 宅
TEL//FAX 3 2-8309

●携 帯
090-2193-8360食評奎⇒
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